
                             

 梅雨が明け、これから本格的な夏の到来です。 

熱中症や感染症などに気をつけ、暑～い夏を元気にのりきっていきましょう。 

夏かぜを起こすウイルスは、冬のも 

のと異なり、高温多湿を好むタイプで

す｡せきや鼻水は少なく、肺炎などに

進行することはまれです。夏に流行

する主な病気に、プール熱、ヘルパ

ンギーナ､手足口病などがあります。 

●高熱が出る 

●目の充血、痛みがある 

●のどが赤くはれ、痛みがある 

●体に湿しんがでる 

これらの特徴があったり、いつもと様子が違うとき

は、必ず受診し、医師の診断を仰ぎましょう。 

Ｑ．水いぼって何？ Ｑ.うつるの？ 

Ｑ.登園やプールは？ Ｑ.どうやって治すの？ 

Ａ.伝染性軟属腫ウイルス

が原因でできる粟粒大の

いぼで、おなかやひじ、

わきの下などにできて広

がります。 

Ａ.いぼがつぶれて中の

液が付くとうつります。体

の接触、タオルなどの共

有でうつりやすいので注

意が必要です。 

Ａ.登園の制限はありませ

ん。プールもＯＫですが、

傷がじゅくじゅくしているとき

はガーゼで覆い、プールも

控えた方がよいでしょう｡ 

Ａ.そのままでも半年から１年

半ほどで治ります。アトピー

性皮膚炎の子や、かゆくて

かきこわしてしまうような場

合は医師に相談の上、治療

を｡ 

６月中旬頃から県内でもＲＳウイルス感染

症が流行っています。 
手洗いやうがいを習慣づけ、感染予防を心

がけましょう。 
秋から冬にかけて多くなる「ＲＳウイルス感染

症」。感染力が強く、２歳までにほぼ１００％

感染するともいわれます。年齢が低いほど

重症化しやすく、呼吸困難になったり、気

管支炎、細気管支炎、肺炎などの合併症を

起こしたりすることもあるので「かぜかな」と

感じたら、念のため病院へ行きましょう 

●体を起こすか、縦抱きにして背中 

 をさする 

●室温は上げすぎず、加湿する 

●水分を少しずつゆっくり飲ませる 

あせもは、おでこやひじ、首の回りな

ど、汗がたまりやすく、皮膚がこすれ

る場所にできます。アトピー性皮膚炎

のある子は、症状が悪化することもあ

るので注意しましょう。 
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